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◎
実
質
赤
字
比
率

　

年
度
毎
の
収
入
に
占
め
る
一
般

会
計
の
赤
字
の
比
率
を
示
す
も
の

で
す
。

　
◎
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

年
度
毎
の
全
て
の
会
計
の
収

入
に
占
め
る
赤
字
の
比
率
を
示

す
も
の
で
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全
化
を

目
的
と
し
た
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
を

判
断
す
る
た
め
の
４
つ
の
指
標
と
健

全
化
の
た
め
の
是
正
措
置
が
必
要
と

な
る
基
準
を
設
け
、
そ
れ
ら
の
指
標
に

つ
い
て
公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
を

判
断
す
る
た
め
、
公
営
企
業
を
経
営
し

て
い
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
資
金

の
不
足
比
率
の
算
定
と
公
表
も
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
く
結
果
、

本
町
は
全
て
の
指
標
に
お
い
て

基
準
以
内
と
な
っ
て
お
り
、
健

全
財
政
を
維
持
し
て
い
る
と
判

断
で
き
ま
す
。

　

各
財
政
指
標
は
表
１
の
よ
う
な
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
26
年
度

決
算
の
指
標
は
全
道
集
計
が
未
済
の

た
め
、
平
成
25
年
度
決
算
の
比
較
と
し

て
い
ま
す
）

  

市
町
村
自
ら
が
お
金
を
調
達
で
き
る

力
の
度
合
い
を
示
す
「
財
政
力
指
数
」

は
十
勝
管
内
平
均
、
全
道
平
均
と
も
に

下
回
り
、
財
政
「
力
」
は
他
の
小
規
模

町
村
と
同
様
低
い
も

の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

自
由
に
お
金
を

使
え
る
割
合
（
弾
力

性
）
を
示
す
「
経
常

収
支
比
率
」（
80
％

未
満
が
良
い
）
と

新
規
の
借
金
が
で

き
る
度
合
い
を
測

る
「
実
質
公
債
費
比

率
」（
18
％
未
満
が

良
い
）
は
、全
道
・

十
勝
平
均
と
比

較
し
た
場
合

は
、
良
好
な
値

を
継
続
し
て

維
持
し
て
い

る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
表
２

で
は
、
貯
金
残

高
か
ら
借
金

残
高
を
引
い

財 政 力 指 数 経 常 収 支 比 率 実質公債費比率

全道市町村平均 0.43 87.3% 10.0%

十勝管内市町村平均 0.35 80.9% 10.0%

新得町 0.23 73.9% 6.1%

　町の会計は、ほとんどの費用を計上している一般会計、特定の事業別に会計を設定している特別会計

（国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、簡易水道、公共下水道）、企業会計（水道）があります。

　一般会計は平成 26 年度も黒字決算です。特別会計についても黒字決算ですが、お金が不足しないよ

うに一般会計から補てんをしています。そのため赤字にはなっておらず、一般会計が負担を背負う形を

とっています。

　一般会計では、７億７百万円ほど新たな借金をし、貯金の取り崩しを１億５千６百万円ほど行って収

入を用意しました。

まちの台所事情財政状況と
決算報告

まちづくりは町民の皆さんが担い手です。

町の収入や支出がどのようになっているか、

町の財政状況について理解を深めていただけるよう、

９月に開催された町議会で承認を受けた

平成 26年度の決算の状況と他町村と比較した数値などから

町の台所事情を報告します。

財 状況政

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
指
標

指
標
の
解
説

早期健全化基準 財政再生基準 新得町

実質赤字比率 15％以上 20％以上   ー

連結実質赤字比率 20％以上 30％以上   ー

実質公債費比率 25％以上 35％以上  5.8%

将来負担比率 350％以上 ー 　ー

表２　新得町年度比較

財 政 力

指　 数

経常収支

比　　率

実質公債費

比　　 率

人口1人当たり

貯金現在高

人口１人当たり

借金現在高

人口１人当
たりの貯蓄

「貯金ー借金」

26 年度 0.22 78.8% 5.8% 117 万円 113 万円 4 万円

25 年度 0.23 73.9% 6.1% 117 万円 116 万円 1 万円

24 年度 0.24 68.5% 5.8% 110 万円 116 万円 △ 6 万円

23 年度 0.26 75.4% 5.5% 98 万円 110 万円 △ 12 万円

22 年度 0.27 73.4% 5.7% 92 万円 106 万円 △ 14 万円

公共下水道事業
特別会計

簡易水道事業
特別会計

水道事業
会計

資金不足比率 ー ー   ー

経営健全化基準 20.0％ 同左 同左

資金不足比率の状況

※発生しなかった比率は「ー（該当なし）」で表示しています

表 1　各財政指標の比較
　　　　　　(25 年度決算）　

道
内
・
十
勝
管
内
で
の
状
況

※発生しなかった比率は「ー（該当なし）」で表示しています

た
人
口
１
人
当
た
り
の
貯
蓄
の
年
度
比

較
を
表
し
て
い
ま
す
。
年
々
減
ら
し
て

き
た
結
果
と
し
て
、
25
年
度
決
算
か
ら

貯
金
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
27

年
度
は
、
福
祉
施
設
整
備
等
の
大
型
事

業
の
実
施
に
よ
り
、
再
び
負
債
が
多
く

な
る
予
定
で
す
。

　

現
状
で
は
、
こ
れ
ら
の
指
標
か
ら
見

て
、
町
の
財
政
は
健
全
性
を
維
持
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

 財政健全化法の指標の基準

◎
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
の
標
準
的
な
収
入
が
示
す

数
値
で
、
過
去
3
年
間
の
平
均
値
で
表
し

ま
す
（
低
い
ほ
ど
良
い
）。
平
成
26
年
度

は
5.8
％
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
よ
り
0.3
％

下
が
っ
て
い
ま
す
。

　
◎
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
の
借
入
金
や
将
来
支
払
う

可
能
性
が
あ
る
負
担
な
ど
、
現
時
点
で

将
来
に
わ
た
っ
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
残
高
の
程
度
を
表
し
ま
す
。

◎
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
ご
と
の
資
金
の
不
足
額

が
、
事
業
の
規
模
に
対
し
て
ど
の
程
度

あ
る
か
を
示
す
も
の
で
す
。

民生費, 14億
7803万円, 

21%�

総務費, 12億
9306万円, 

19%�

公債費, 9億
5772万円, 

14%�

教育費, 8億
2571万円, 

12%�

農林水産業
費, 7億1795
万円, 10%�

土木費, 6億
4547万円, 

9%�

衛生費, 3億
6370万円, 

5%�

消防費, 3億
2208万円, 

5%�

商工費, 2億
7486万円, 

4%�

その他（議
会費･労働費), 
8969万円, 

1%�

地方交付税�
33億4050万

円�
48%�

町税�
9億3853万円�
13%�

国･道支出金�
9億1977万円�
13%�

町債�
7億690万円�
10%�

財産収入･繰
越金･寄付金･
諸収入�

3億6737万円�
5%�

分担金負担
金･使用料手
数料�

2億7058万円�
4%�

繰入金�
2億4685万円�

4%�

その他（交付
金など）�
2億3849万円�

3%�

歳入

新得町の家計簿 新得町の一般会計を、年収500万円の家庭の家計簿で表してみました。

収　　　　入 支　　　　出

自分たちで用意したお金 家の増改築 【普通建設費】 133万円

給料 【町税】 66万円 光熱水費・日用品・交際費 【物件費】 76万円

不動産収入･お祝い･利子など 【財産収入､寄附､諸収入】 26万円 ローン返済 【公債費】 67万円

パート収入 【使用料手数料･分担金負担金】 19万円 食費 【人件費】 66万円

貯金取り崩し 【繰入金】 17万円 医療･教育費 【扶助費】 43万円

去年の残り 【繰越金】 8万円 保険・お小遣い 【補助費等】 43万円

小計 136万円 仕送り 【繰出金】 36万円

ほかで調達したお金 家電・車などの修繕 【維持補修費】 11万円

親からの援助 【地方交付税･国道支出金など】 315万円 資格取得・習い事 【投資､出資】 6万円

借金 【町債】 49万円 貯金 【積立金】 5万円

小計 364万円 合計 486万円

合計 500万円 ※ 収入と支出の差額は来年へ繰越して利用します。

家計簿を見ると収入の大半は国などからの交付税や補助金で賄われています。

歳出７１億４５３７万円 ６９億６８２６万円
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■歳入 （単位：千円、％） ■歳出 （単位：千円、％）

区 分 予 算 額 決 算 額 比　較 25 年度決算額 伸び率 区 分 予 算 額 決 算 額 比　較 25 年度決算額 伸び率

町 税 933,607 938,534 4,927 935,391 0.3 議 会 費 80,767 78,041 2,726 77,344 0.9

地 方 譲 与 税 130,141 130,141 0 136,790 △ 4.9 総 務 費 1,466,572 1,293,059 173,513 1,758,853 △ 26.5

利 子 割 交 付 金 1,406 1,406 0 1,708 △ 17.7 民 生 費 1,507,418 1,478,030 29,388 1,435,238 3.0

配 当 割 交 付 金 2,915 2,915 0 1,491 95.5 衛 生 費 374,951 363,699 11,252 328,807 10.6

株式等譲渡所得割交付金 1,553 1,553 0 2,037 △ 23.8 労 働 費 11,023 10,955 68 20,013 △ 45.3

地方消費税交付金 82,909 82,909 0 68,648  20.8 農林水産業費 1,381,710 717,954 663,756 907,030 △ 20.8

ゴルフ場利用税交付金 1,624 1,609 △ 15 1,620  △ 0.7 商 工 費 285,549 274,859 10,690 211,392 30.0

自動車取得税交付金 16,000 15,970 △ 30 34,760  △ 54.1 土 木 費 667,445 645,469 21,796 624,134 3.4

地 方 特 例 交 付 金 1,100 1,001 △ 99 1,175 △ 14.8 消 防 費 411,872 322,076 89,796 233,761 37.8

地 方 交 付 税 3,340,499 3,340,499 0 3,544,757  △ 5.8 教 育 費 850,162 825,707 24,455 1,071,063 △ 22.9

交通安全対策特別交付金 979 979 0 986 △ 0.7 公 債 費 957,855 957,721 134 926,604 3.4

分担金及び負担金 95,875 93,088 △ 2,787 103,186 △ 9.8 諸 支 出 金 3,000 687 2,313 1,370 △ 49.9

使用料及び手数料 175,397 176,938 1,541 177,690 △ 0.4 予 備 費 8,290 0 8,290 0 -

国 庫 支 出 金 573,542 529,629 △ 43,913 951,454  △ 44.3 合 計 8,006,614 6,968,257 1,038,357 7,595,609 △ 8.3

道 支 出 金 1,029,645 390,135 △ 639,510 363,938 7.2

財 産 収 入 63,135 68,910 5,775 73,636 6.4

寄 附 金 65,797 65,786 △ 11 875 7,418.4

繰 入 金 372,828 246,846 △ 125,982 67,400 266.2

繰 越 金 116,405 116,414 9 106,721 9.1

諸 収 入 205,457 233,213 27,756 249,260 △ 6.4

町 債 795,800 706,900 △ 88,900 906,500  △ 22.0

合 計 8,006,614 7,145,375 △  861,239 7,730,023 △ 7.6

■各会計別決算状況 （単位：千円、％）

会 計 名 区 分 予 算 額 決 算 額 比 較 執行率 前年度決算額 伸び率

一 般 会 計

歳 入 8,006,614 7,145,375 △ 861,239 89.2 7,730,023 △ 8.2

歳 出 8,006,614 6,968,257 △ 1,038,357 87.0 7,595,609 △ 9.0

差 引 177,118 基金積立 21,000 134,414

特

別

会

計

国民健康 

保険事業

歳 入 767,759 765,468 △ 2,291 99.7 796,534 △ 4.1

歳 出 767,759 764,938 △ 2,821 99.6 796,197 △ 4.1

差 引 530 337

後期高齢

者 医 療

歳 入 95,961 95,719 △ 242 99.7 90,578 5.4

歳 出 95,961 95,673 △ 288 99.7 90,518 5.4

差 引 46 60

介護保険

歳 入 645,257 636,747 △ 8,510 98.7 597,411 6.2

歳 出 645,257 636,149 △ 9,108 98.6 596,831 6.2

差 引 598 580

簡易水道 

事 業

歳 入 89,439 88,276 △ 1,163 98.7 52,620 40.4

歳 出 89,439 88,268 △ 1,171 98.7 50,661 42.6

差 引 8 1,959

公共下水 

道 事 業

歳 入 235,521 233,813 △ 1,708 99.3 228,240 2.4

歳 出 235,521 233,187 △ 2,334 99.0 227,594 2.4

差 引 626 646

■子育て世帯臨時特例給付金

                                      5,880 千円

■聴覚障がい者養護老人ホーム改築

事業                         148,120 千円

■ソーシャルファームシンポジウム

                                        500 千円

■住宅福祉サービス事業   3,141 千円

■国民健康保険事業への繰出金

                                    92,884 千円

■青年就農給付金事業      3,000 千円

■有害鳥獣駆除業務         4,455 千円

■新得地鶏食べ歩きフェア事業

                                        978 千円

■畑作・野菜振興対策事業

                                      2,563 千円

■黒毛和種優良繁殖牛導入事業

                                      1,500 千円

■北海道スノートラベルエキスポ事

業                                  3,000 千円

■物産展参加補助事業        200 千円

■国民宿舎機械設備等老朽度調査

                                      6,199 千円

■屈足買物駐車場改修      5,940 千円

■プレミアム付商品券発行事業

                                    15,980 千円

■追加Ｉ C 協議資料作成業務

                                     7,236 千円 

■東根市友好都市提携２０周年記念

事業                               3,692 千円

■ホームページの一部リニューアル

                                        216 千円

■コミュニティバス運行   5,678 千円

■空き家活用促進            1,417 千円

■循環型社会形成推進社会地域計画

策定業務                         1,728 千円

■新得・屈足墓地通路整備

                                    15,628 千円 

■ゴミ分別・受入等業務   9,001 千円

■幼稚園通改良舗装       38,081 千円

■南５丁目歩道改修       27,724 千円

■新得中学校外構工事    77,004 千円

■新得高校振興支援         3,196 千円

■山村留学等住宅新築    71,064 千円

■大ホール外壁改修工事 37,800 千円

■サホロリバーサイド運動広場拡張

計画調査設計                 22,799 千円

■町民体育館屋上防水工事

                                    10,476 千円

平成 26 年度に行った
事業の主なもの

　
町
の
一
年
間
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
た
の
か
、
そ
の
収
入
と
支
出
の
内
容

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
が
決
算
で
す
。

　
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
・
各
特
別
会

計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
の
定
例
町

議
会
で
慎
重
な
審
議
を
経
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆ 特別会計への繰出金
　平成 26 年度の一般会計から特別会計への繰出金
は、下の表のとおり合計３億 5854 万円です。
　特別会計の原則である独立採算の例外として、一
般会計がルールに基づいて負担する額は２億 8200
万円となっています。また、町民が負担する保険料
や使用料だけでは補うことのできない赤字分の補て
ん的繰出は 7654 万円となっています。

まちの台所事情

 （単位：千円）
会 計 名 繰出金合計 うち基準繰出 うち補てん的繰出

国民健康保険事業 59,504 10,469 49,035
後期高齢者医療 34,765 34,765
介 護 保 険 91,228 91,228
簡 易 水 道 24,648 6,330 18,318
公 共 下 水 事 業 148,395 139,205 9,190
合 計 358,540 281,997 76,543

企
業
会
計

水道事業 決算額

収益的事業 資本的事業

収入 支出 収入 支出

126,051 127,306 0 51,656

 一般会計決算額・予算額・前年度決算額との比較

 町税・積立金・借入金の状況
■町税の収納状況 （単位：千円、％）

区 分 調定額 収入済額 収納率 前年度

町

民

税

個 人 243,841 241,918 99.2 98.9

法 人 47,977 47,797 99.6 99.3

小 計 291,818 289,715 99.3 98.9

固 定 資 産 税 585,648 583,587 99.7 99.2

軽 自 動 車 税 12,516 12,488 99.8 99.4

た ば こ 税 45,327 45,327 100.0 100.0

入 湯 税 7,417 7,417 100.0 97.4

合 計 942,726 938,534 99.6 99.1

国 民 健 康 保 険 税 144,218 140,943 97.7 97.0

■積立金の状況 （５月末現在、単位：千円）

基 金 の 名 称
25 年度末

残高
26 年度
増減額

26 年度末
残高

財 政 調 整 基 金 1,558,483 20,188 1,578,671

保健・医療・福祉基金 944,436 △ 168,892 775,544

減 債 基 金 201,174 266 201,440

公 共 施 設 整 備 基 金 2,026,240 10,208 2,036,448

そ の 他 2,887,792 △ 17,543 2,860,249

合 計 7,618,125 △ 155,773 7,452,352

■借入金の状況 （単位：千円）

町 債 の 名 称
25 年度末

残高
26 年度
発行額

26 年度
償還額

26 年度末
残高

一

般

会

計

一 般 公 共 事 業 9,448 5,082 4,366

一 般 単 独 事 業 329,628 89,317 240,311

災 害 復 旧 事 業 33,754 2,351 31,403

緊急防災・減災事業 606,200 105,000 711,200

一般廃棄物処理事業 5,456 5,456 0

町 有 林 野 事 業 58,786 1,444 57,342

過 疎 対 策 事 業 2,327,958 341,000 276,852 2,392,106

辺 地 対 策 事 業 277,148 15,103 262,045

減 税 補 て ん 債 54,999 6,748 48,251

財 源 対 策 債 55,803 12,850 42,953

臨 時 財 政 対 策 債 2,615,980 260,900 475,148 2,401,732

臨時税収補てん債 15,222 3,693 11,529

小 計 6,390,382 706,900 894,044 6,203,238

簡 易 水 道 事 業 68,447 9,845 58,602

下 水 道 事 業 1,064,302 9,600 107,120 966,782

合 計 7,523,131 716,500 1,011,009 7,228,622

歳入総額 71 億 4537 万円から歳出総額 69 億
6826 万円を差し引いた 1 億 7712 万円のうち、
2100 万円は基金に積み立てし、残額 1 億 5612
万円が平成 27 年度会計への繰越金となります。

■町税の収納状況
　 全体の収納率は、前年と比べて 0.5％増の
99.6％となっています。
■積立金、借入金の状況
　積立金は１億６千万円の減で残高 74 億５千万円
となりました。借入金は新たに７億２千万円を借り
入れしたのに対し、10 億１千万円を返済して、年
度末残高は３億円ほど減となりました。

決 報告算
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第
14
回
し
ん
と
く
新
そ
ば
祭
り
（
実
行

委
員
会
主
催
）
が
９
月
27
日
、
な
ご
み
前
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
ば
打
ち
自
慢
11
店
舗
が
出
店
。

来
場
者
は
ス
タ
ー
ト
前
か
ら
長
蛇
の
列
を

作
っ
て
並
び
、
お
目
当
て
の
そ
ば
を
お
腹
い
っ

ぱ
い
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

始
ま
り
は
狩
勝
高
原
太
鼓
保
存
会
の
演

奏
か
ら
。
雨
の
中
で
し
た
が
、
力
強
い
演
奏

で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

88
杯
食
べ
ま
し
た
。
男
性
の
部
、
ペ
ア
の

部
と
も
に
優
勝
者
の
記
録
は
２
分
間
で
88
杯
。

華
麗
な
演
技
で
観
客
を
魅
了
し
た
「
バ
ト

ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
」

Ｏ
n
ち
ゃ
ん
が
今
年
は
駆
け
つ
け
て
く

れ
ま
し
た
。
公
開
収
録
と
し
て
「
Ｏ
Ｎ
ち
ゃ

ん
体
操
」
を
子
供
達
と
踊
り
ま
し
た
。

２
年
連
続
の
出
演
と
な
っ
た
歌
手
の
加

藤
好
恵
さ
ん
。
妖
怪
体
操
第
一
を
子
供
達
と

一
緒
に
踊
っ
て
大
盛
り
上
が
り
。

９
分
22
秒
の
タ
イ
ム
で
優
勝
し
た
の
は
、

ク
ラ
ブ
メ
ッ
ド
の
オ
ッ
ト
さ
ん
（
写
真
左
か

か
ら
２
番
目
）。
衆
議
院
議
員
の
中
川
郁
子
さ

ん
も
参
加
。
で
も
、
５
人
前
は
多
か
っ
た
。

第14回

しんとく新そば祭り

ちょっと雨が降りましたが、それも関係なく

20,000人が来場！

新
得
音
頭
は
イ
ベ
ン
ト
恒
例
。
み
ん
な
も

覚
え
て
踊
り
ま
し
ょ
う
。

カヌー体験

トムラウシ温泉
の足湯で一休み

わんこそば大会 加藤好恵コンサート

そば早食い大会
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※
２
月
以
降
に
ま
ち
づ
く
り
レ
タ
ー
で
い
た
だ
い
た

ご
意
見
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す

ボ
イ
ス　

ー
町
の
声
ー

　
町
の
観
光
課
等
の
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）
の
更
新
が
あ
ま
り
さ
れ
て
い
な
い

の
は
淋
し
い
で
す
。
せ
っ
か
く
の
Ｈ
Ｐ

で
す
。
も
っ
と
町
か
ら
行
事
の
発
信
を

す
る
意
味
で
シ
ン
ト
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
等
の
更
新
を
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
50
歳
代
・
女
性
）

お
答
え
し
ま
す

　

観
光
協
会
の
Ｈ
Ｐ
を
昨
年
11
月
に
全
面

的
に
リ
ニュー
ア
ル
し
ま
し
た
の
で
、
行
事
そ

の
他
に
関
し
て
の
情
報
は
そ
ち
ら
も
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
か
ら
な
い
点
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く
観

光
係
へ
直
接
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

け
れ
ば
細
か
な
点
に
も
対
応
で
き
る
か
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
産
業
課
観
光
係
）

●
道
路
の
傷
み
、
砂
利
敷
の
駐
車

場
に
つ
い
て

　
雪
が
融
け
道
路
が
歩
行
に
良
く
な
り

ま
し
た
が
、
道
路
の
い
た
み
が
散
見
さ

れ
ま
す
。

　
特
に
お
願
い
し
た
い
箇
所
は
宮
城
屋

旅
館
横
に
至
る
道
路
で
す
。
高
齢
者
の

生
活
道
で
あ
り
ま
す
の
で
、
改
修
工
事

を
是
非
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
砂
利
敷
の
駐
車
場
は
、
冬
季

除
雪
の
際
に
砂
利
を
す
く
っ
て
し
ま
う

た
め
整
備
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
90
歳
代
・
男
性
）

お
答
え
し
ま
す

　

宮
城
屋
旅
館
北
側
、
南
１
丁
目
仲
通
に

つい
て
は
、
防
塵
処
理
を
行
って
い
ま
し
た

が
、
防
塵
が
破
損
し
て
い
ま
す
の
で
補
修

し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
話
の
あ
っ
た
買
い
物
駐
車
場
は

通
路
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
防

塵
の
破
損
箇
所
を
補
修
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。

　

        （
施
設
課
公
園
道
路
係・土
木
係
）

●
観
光
情
報
発
信
に
つ
い
て

学
校
給
食
費
で
不
適
切
な
会
計
処
理

　
　
　
２
年
間
で
未
収
金
98
万

900
円
、
還
付
未
済
金
３
万
１
７
０
０
円

て
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
仕
事
な
ら
担
当
者
だ
け
に
任
せ

て
お
い
て
も
大
丈
夫
と
い
っ
た
馴
れ
合

い
や
過
信
を
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
起
こ
さ
い
な
い
よ
う
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と
自
覚
し
、

緊
張
感
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
職
員
全
体
で
確
認
を
行
い

ま
し
た
。

　　
　

　　

こ
の
度
の
学
校
給
食
費
に
お
け
る
不

適
切
な
事
務
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
行
政
に
対
す
る
信
頼
を
損
な
う
も
の

で
あ
り
、
町
政
を
預
か
る
者
と
し
て
、

極
め
て
重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
に
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心

か
ら
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
再
発
防
止
の
た
め
、
学
校
給

食
費
に
限
ら
ず
公
金
の
取
り
扱
い
、
ま

た
行
政
全
般
に
わ
た
り
ま
し
て
、
緊
張

感
を
も
っ
て
執
行
に
の
ぞ
み
信
頼
回
復

に
向
け
全
庁
挙
げ
て
全
力
で
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
１
未
納
者
及
び
還
付
者
へ
の
対

　

応

　

現
在
、
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
は
、

お
詫
び
と
状
況
を
説
明
し
納
付
を
お
願

い
す
る
た
め
各
戸
へ
訪
問
を
実
施
中
で

す
。

２
事
務
処
理
体
制
の
強
化

　　

複
数
の
職
員
で
定
期
的
に
確
認
す
る

な
ど
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
し
再
発
防

止
に
努
め
る
。

３
町
長
な
ど
へ
の
処
遇

　　

町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長
の
10
月

分
の
給
料
10
％
減
額
。

　

関
係
職
員
に
つ
い
て
は
９
月
18
日
付

で
、「
地
方
公
務
員
法
」
並
び
に
本
町
の

「
職
員
の
懲
戒
処
分
の
基
準
」
に
基
づ
き

厳
正
に
処
分
を
行
っ
た
。

４
職
員
全
体
の
意
識
強
化

　　

担
当
者
が
本
来
、
行
う
べ
き
業
務
を

き
ち
ん
と
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
業
務
遂
行
意
識
の
欠
如
が
招
い
た

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
役
場
組
織
と
し

１　

学
校
給
食
費
の
未
納
者
や
振
替
不

　

能
者
が
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
来

　

行
う
べ
き
催
促
や
再
請
求
事
務
を
怠

　

り
、
平
成
25
年
度
の
給
食
費
で
は
未

　

納
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
見
つ
か
っ

　

た
が
、
表
面
上
は
入
金
額
に
合
わ
せ

　

て
調
定

1

額
を
減
額
し
て
い
た
。

２　

給
食
費
の
重
複
払
い
、
転
校
、
欠

　

食
に
つ
い
て
の
精
算
が
行
わ
れ
て
い

　

な
か
っ
た
。

３　

共
同
調
理
場
職
員
か
ら
の
徴
収
額

　

と
給
食
喫
食
日
数
が
相
違
し
て
い
た
。

４　

平
成
25
〜
26
年
度
の
２
年
間
に
お

　

け
る
未
収
額
及
び
還
付
未
済
額

　
　

未
収
額　

　
　
　

98
万　

９
０
０
円
（
70
件
）

　
　

還
付
未
済

　
　
　

３
万
１
７
０
０
円
（
14
件
）

５　

職
員
の
私
的
流
用
は
な
い
も
の
と

　

確
認
し
た
。

1

　
調
定
＝
そ
の
歳
入
の
内
容
を
具
体
的
に
調
査

し
，
収
入
す
べ
き
金
額
を
決
定
す
る
行
為
で
、
内

部
的
意
思
決
定
の
行
為
で
あ
り
，
そ
の
決
定
し
た

額
が
調
定
額
で
す
。
今
回
の
場
合
、
本
来
は
未
納

分
の
額
も
含
め
た
金
額
を
調
定
額
と
す
る
と
こ
ろ

を
、
未
納
分
を
減
額
し
て
調
定
額
と
し
て
い
た
。

　

今
回
こ
の
よ
う
な
不
適
切
な
事
務
処

理
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
町
民
の

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
、
こ
こ
に

経
緯
を
含
め
報
告
し
ま
す
。

　　

　

学
校
給
食
費
で
は
、
通
常
は
毎
月
、

役
場
及
び
屈
足
支
所
、
指
定
金
融
機
関

の
窓
口
で
の
支
払
い
や
金
融
機
関
か
ら

の
口
座
振
替
な
ど
に
よ
り
納
入
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
担
当
係
で
そ

の
金
融
機
関
な
ど
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

納
付
書
や
振
替
明
細
に
よ
り
納
入
を
確

認
し
、
収
入
原
簿
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
年
４
月
、
新
年
度
の
収

入
原
簿
作
成
の
た
め
、
平
成
26
年
度
の

原
簿
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
未
処
理
が
明

ら
か
に
な
り
、
一
部
未
納
と
な
っ
て
い

た
方
が
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
26
年
度
の
収
入
原
簿
と

納
付
書
を
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
納
付
書

が
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
収
入
原
簿
に

は
収
入
済
み
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
見

つ
か
っ
た
た
め
、
平
成
25
年
度
及
び
26

年
度
分
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

不
適
切
事
務
の
経
緯

調
査
の
結
果

今
後
の
対
応

町
長
か
ら
町
民
の
皆
様
へ

北海道鉄道敷設法が公布された時の官報

　

北
海
道
官
設
鉄
道
十
勝
線
（
現
J
R

根
室
本
線
）
の
新
得
駅
が
明
治
40
年

（
１
９
０
７
年
）
９
月
８
日
に
開
業
し
て

今
年
で

108
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

敷
設
の
端
緒
と
な
っ
た
の
が
明
治
29

年
５
月
に
公
布
さ
れ
た
北
海
道
鉄
道
敷

設
法
で
す
。

　

こ
の
法
律
の
第
２
条
で
旭
川
〜
十
勝

太
（
現
浦
幌
町
）
〜
厚
岸
〜
網
走
に
至

る
ル
ー
ト
が
建
設
予
定
線
に
組
み
込
ま

れ
ま
し
た
。
北
海
道
庁
は
明
治
29
年
５

月
に
臨
時
北
海
道
鉄
道
敷
設
部
を
設
け
、

田
辺
朔
郎
を
嘱
託
技
師
に
委
嘱
し
て
建

設
に
着
手
。
明
治
30
年
に
旭
川
か
ら
工

事
が
始
ま
り
、
同
40
年
に
旭
川
〜
帯
広

間
が
開
通
し
新
得
駅
と
新
内
信
号
所
（
明

治
42
年
新
内
駅
に
昇
格
）
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
と
き
既
に
開
通
し
て
い

た
帯
広
〜
釧
路
間
を
合
わ
せ
て
釧
路
線

と
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
富
良
野
か
ら
新
得
へ
越
え
る
ル
ー

ト
は
、
石
狩
道
路
（
串
内
か
ら
広
内
へ

越
え
る
旧
十
勝
国
道
路
）
ル
ー
ト
と
狩

勝
峠
ル
ー
ト
の
２
案
に
絞
り
込
ん
で
比

較
検
討
さ
れ
、
旧
石
狩
道
路
ル
ー
ト
は

勾
配
が
緩
や
か
だ
が
ト
ン
ネ
ル
が
長
大

に
な
る
な
ど
の
難
点
が
あ
り
、
勾
配
は

急
だ
が
ト
ン
ネ
ル
が
短
く
て
済
む
狩
勝

峠
ル
ー
ト
が
採
用
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
と
き
田
辺
朔
郎
は
、
石
狩
国
と

十
勝
国
の
国
境
に
立
ち
、
そ
の
一
字
ず

つ
を
採
っ
て
「
狩
勝
峠
」
と
名
付
け
ま

し
た
。
こ
の
名
前
は
、
今
日
の
国
道
38

号
線
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

No. １

「
北
海
道
鉄
道
敷
設
法
と

　
　
　
　
　
　
　

田
辺
朔
郎
」

田辺　朔郎氏
（田辺朔郎博士六十年史より）
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区分
住基台帳人口

  (25年度末)

歳出額

          A

人件費

         B

人件費率

　B/A

( 参考 )
25 年度
人件費率

年度

26

　　　 　人

  　6,361

 　　千円

  7,145,374

　 　千円

  981,219

        ％

   13.7

          ％

     13.1

　（注）	 人件費には議員、各種委員、特別職、職員の報酬	
	 および給与を含む

（２）給与の状況（平成 26 年度予算）

区分
職　員　数

（準・臨時職員  
を除く）

給　　　　与　　　　費

給　料 職員手当 合　計 １人当たり

年度

26

            人

110

     千円

 401,489

      千円

 225,897

     千円

 627,386

      　千円

5,704

　（注）	 １ 職員手当には退職手当を含まない
	 ２ 職員数および給与費は当初予算に計上された額。

２．職員の平均給与月額、初任給等の状況

（１）平均年齢、平均給料月額（平成 26 年 4 月 1 日現在）

区　　　　分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職
国家公務員 　　43.5 歳 　335,000 円

町   職   員       40.3 歳 　307,558 円

　※国家公務員の平均給料月額は、給与改定特例法（２年間）　

　　 
による 7.8％減額後の額

（２）職員の初任給の状況（平成 26 年 4 月 1 日現在）

区     分

町 国

初任給
２年後

の給料
初任給

２年後

の給料

一　般

行政職

大学卒 172,200 円 184,200 円 172,200 円 184,200 円

高校卒 140,100 円 148,500 円 140,100 円 148,500 円

　※国の欄は、給与改定特例法（２年間）による減額後の額

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　　（平成 26 年 4 月 1 日現在）

       　　　　経験年数
   区　分 10 年 15 年 20 年

一  般

行政職

大学卒 267,625 円 350,233 円 365,800 円

高校卒 　　　- 299,140 円 358,360 円

３．級別職員数の状況（平成 26 年 4 月 1 日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 合計

標準的

な職務

内　容

主　事

技　師

主事補

技師補

主事

技師

係長

主任

課長補佐

係長

主査

課長補佐

課長
課長

職員数  22 人 10 人 21 人 38 人 9 人 10 人 110 人

構成比 20% 9.1%  19.1％ 34.5% 8.2% 9.1% 100％

１．総括

（１）人件費の状況 ( 平成 26 年度地方財政状況調査 )   

人事行政の

運営等の状況

　地方公務員法では公務員の公平性や透明性の確保など

を目的に給与等の状況のほか、人事行政の運営等につい

て公表することが義務づけられています。その中から一

部を抜粋してお知らせいたします。

□人事行政の運営等に関する疑問点などは総務課職員係

64-5111（内線 114）へお問い合わせください。

□町のホームページ http://www.shintoku-town.jp/ や

掲示板にて公表していますのでご覧ください。

■職員の給与の状況

５．特別職の給料・報酬の状況（平成 26 年 4 月 1 日現在）

区　分 月　額（円） 期　末　手　当

町　長  ７６６，０００  
年間 3.90 月分
  6 月 1.925 
12 月 1.975 

副町長  ６４１，０００

教育長  ５８１，０００

議　長  ２９６，０００

 年間 4.10 月分

  6 月 1.925

12 月 2.175

副議長  ２３３，０００

常任委員長  ２０８，０００

議　員  １８８，０００

４．職員の手当の状況
（１）期末・勤勉手当の支給割合 ( 平成 26 年 4 月 1 日現在）

区　分 町（月分） 国（月分）

支 給 月 期末手当勤勉手当 計 期末手当勤勉手当 計

 6  月 　1.225 0.675 1.90 1.225 0.675 1.90

12 月 　1.375 0.675 2.05 1.375 0.675 2.05

合    計 　2.60 1.35 3.95 2.60 1.35 3.95

役職段階別

加 算 措 置

 課長等　　　15％
 係長等　　　10％
 主任等　　　  5％

 

 役職加算　    5～ 20％

 管理職加算  10～ 25％

（２）その他職員手当の状況（平成 26 年 4 月 1 日現在）

区　分 支　給　基　準 月　額（円）

扶 養 手 当

配　　偶　　者 　　　１３，０００

配偶者以外の扶養家族 　　　　６，５００
  （15 歳〜 22 歳 5,000 円加算）

配偶者のいない職員の扶養
家族（１人のみ）

　　　１１，０００
  （15 歳〜 22 歳 5,000 円加算）

住 居 手 当

借　家・借　間
（6,000 円以上の家賃を対象）    

２４，０００  以内

持　　家 　 １５，０００

通 勤 手 当
自家用車等利用者（片道 2Km 以上） ２，８００～９，１００

交通機関利用者        ２４，０００ 以内

管理職手当 課長職、課長補佐職  課長職　給料月額の 10％
 課長補佐職  給料月額の８％

寒冷地手当

(11月～3月　

の5カ月間)

扶養親族のある世帯主 　　　２６，３８０

扶養親族のない世帯主 　　　１４，５８０

その他の職員 　　　１０，３４０

人事行政の運営等の状況

臓

　　

町保健師

子育てが辛く感じたり、ついイライラして怒ったりする自分を「どうして？」と責めたり悩んだりすることはないでしょ

うか？「ま、いっか」「ドンマイ！大丈夫」と自分にＯＫが出せる「幸せママ」のトレーニングを始めてみましょう！

すい臓

心臓

肺

脳

あなたの自己尊重度チェックをしてみよう！ 

□ 私は自分のことをあまり好きではない 
□ 私は役立たずな人間だと思う 
□ 自分の嫌なところならすぐに浮かぶ 
□ 欠点のある自分が許せない 
□ 嫌だと思っていても言えずにガマンしてしまう 
□ 私はもっと努力が必要だと感じる 
□ 怒ってばかりで駄目な母親だと思う 
※チェックが沢山ついたあなたは、自己尊重度が低い可能

性があります。まずは、自分の良いところ探しから始めて見

ましょう！ 

自尊感情が低下するとどうなるの？ 

自分の価値を信じられなくなる 

他の誰かと比べて自分を評価する 

「～できない私はもっと頑張ら

なきゃ」と自分を責める 

無意識にイライラ・ムカムカ

し、自分・他者を否定する 

自尊感情を高めるためのトレーニングをしましょう！ 

ステップ１：私の中にある良いところに気づこう！

①あたり前と思うことこそ認めよう！ ②プラスはほめる、マイナスは許す！

そもそも、あなたというかけがえの

ない人が存在すること自体が良い

ところです。何かを上手にできたり、

誰かより優れていることだけではあ

りません。 

【プラス（＋）面】 
いいところをほめて 
自分にＯＫ！ 
「よく頑張っている

ね」「凄いね」など 

【マイナス（－）面】 
不完全さを受け入れ

て、「ま、いっか♪」！ 
 

ステップ２：イライラするまで、責めたくなるまで頑張らない！

根っこにある「本当の気持ち」に気づき、メッセージで伝えよう！

１次感情 
 

二次感情 
 
怒り 嫉妬 執着 

敵意 

辛い 寂しい 

不安 

認めてもらいたい 

孤独 

攻撃的な感情 

落ち着くためのベスト行動 
・その場を離れる 
・深呼吸する 
・自分の感情を書き出してみる 
どんな気持ち？どうしたい？ 
誰に？ どうして欲しい？ 

例） 私の気持ち：次の日に美容室に行きたい 
攻撃的：「あなたっていつも帰りは遅いし、疲れたばかりで協力しないのね。私だって毎日

家事と育児で疲れてるのよ。たまには美容室位一人で行かせてよ！」

↓ 
主張的：「私、ちょっと疲れててリフレッシュしたいの。次の休みに美容室行きたい

んだけど、その時子供を見ててくれる？」 だと喧嘩にならずにすむかも・・・！



1213　Shintoku ⑩

全国・北海道・釧路方面交通表彰、ジュニアオリンピック出場　ほか

大
当
た
り
に
笑
顔

パ
ー
ラ
ー
１
３
５
が
老
人
ホ
ー

ム
入
所
者
を
招
待

　

パ
チ
ン
コ
パ
ー
ラ
ー
１ひ

み

こ

３
５
が
９
月

16
日
、
敬
老
の
日
の
お
祝
い
と
し
て
養

護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
荘
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
新
得
や
す
ら
ぎ
荘
な
ど

の
入
所
者
た
ち
47
人
を
招
待
し
ま
し
た
。

お
年
寄
り
に
パ
チ
ン
コ
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
４
年
前
か
ら
同
店
の
２
時

間
の
無
料
開
放
日
に
合
わ
せ
招
待
し
て

い
ま
す
。

　

入
所
者
た
ち
は
、
好
み
の
台
を
選
ん

で
ス
ロ
ッ
ト
や
パ
チ
ン
コ
を
遊
戯
。
大

当
た
り
し
て
玉
や
メ
ダ
ル
が
出
て
く
る

と
、
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

同
店
か
ら
は
お
菓
子
や
飲
み
物
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
入
所
者
は
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず

に
く
ら
い
つ
く

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

　

北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
（
９
月
６
日
、
帯
広
の
森
陸
上
競

技
場
）
３
０
０
０
㍍
で
優
勝
し
、
第
46

回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技

大
会
（
10
月
23
日
〜
25
日
、
横
浜
市
日

産
ス
タ
ジ
ア
ム
）
へ
の
出
場
を
決
め
た

新
得
中
３
年
の
伊
藤
穂
乃
佳
さ
ん
が
９

月
16
日
、
町
長
室
を
訪
れ
浜
田
正
利
町

長
に
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
全
国
大
会
は
初
出
場
。

「
自
分
よ
り
早
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る

が
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
で
く
ら

い
つ
い
て
、
自
分
の
納
得
で
き
る
走
り

が
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
、
浜

田
町
長
は
「
良
い
経
験
に
な
る
。
期
待

し
て
い
る
が
、
怪
我
に
は
気
を
つ
け
て
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

12

敬老会で健康と長寿を祝う、パーラー１３５が老人ホーム入所者を招待　ほか

優
勝
目
指
し
て

新
得
町
野
球
少
年
団
が
全
道
大

会
へ

　

８
月
に
行
わ
れ
た
第
31
回
全
十
勝
少

年
交
流
大
会
で
３
位
に
入
り
、
10
月
10

日
、
11
日
に
厚
岸
町
で
行
わ
れ
る
第
６

回
孝
仁
会
記
念
病
院
旗
少
年
野
球
決
勝

大
会
に
出
場
す
る
新
得
町
野
球
少
年
団

18
人
が
９
月
30
日
、
浜
田
正
利
町
長
に

健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　

「
優
勝
を
目
指
し
て
自
分
た
ち
の
プ
レ

ー
を
一
所
懸
命
や
り
ま
す
」
と
キ
ャ
プ

テ
ン
の
五
十
嵐
翼
く
ん
が
意
気
込
み
を

語
り
、
浜
田
町
長
は
「
自
分
を
信
じ
て
、

仲
間
を
信
じ
て
一
所
懸
命
や
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
を
起
こ
さ

な
い
、
遭
わ
な
い

高
齢
者
交
通
安
全
の
集
い

　

平
成
27
年
度
高
齢
者
交
通
安
全
の
集

い
（
町
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
連
絡
協

議
会
主
催
）
が
９
月
30
日
に
行
わ
れ
、

高
齢
者
約

100
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
で
は
、
新
得
警
察
署
交
通
課
長

の
伊
達
辰
幸
さ
ん
か
ら
事
故
事
例
の
解

説
、
車
の
夜
間
の
見
え
方
を
学
び
、
視

力
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
い
ま
し
た
。

　

「
悲
惨
な
事
故
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、

私
た
ち
高
齢
者
が
率
先
し
て
交
通
事
故

を
『
起
こ
さ
な
い
』、『
遭
わ
な
い
』
よ

う
に
積
極
的
に
交
通
安
全
に
取
り
組
み

ま
す
」
と
参
加
者
を
代
表
し
て
報
徳
ク

ラ
ブ
会
長
の
菅
野
益
二
郎
さ
ん
が
交
通

安
全
宣
言
を
し
、
そ
の
後
に
国
道
38
号

線
で
旗
波
作
戦
を
行
い
、
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
楽
し
い
人
生
を

敬
老
会
で
健
康
と
長
寿
を
祝
う

同
６

同
５

同
４

同
３

同
２

前
頭

小
結

関
脇

大
関

横
綱

平
成
27
年 

新
得
町 

長
寿
番
付
表

横
綱

大
関

関
脇

小
結

前
頭

同
２

同
３

同
４

同
５

同
６

野
呂
巳
之
松

村
中　

敬
市

竹
澤　
　

隆

塚
本　

政
市

茂
木　

良
夫

名
和　

吉
勝

坂
本　
　

茂

青
木　
　

寛

小
笠
原
知
新

合
田
松
太
良

平　

ハ
ナ
ヨ

田
中
ヨ
シ
ヱ

吉
井
ウ
メ
ノ

中
野
よ
し
江

山
本　

ハ
ル

柳
澤　

ス
ミ

田
村　

静
江

高
橋
ト
ミ
ノ

小
坂　

民
子

藤
田　

愛
子

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

94
歳

95
歳

96
歳

96
歳

98
歳

100
歳

104
歳

102
歳

102
歳

102
歳

100
歳

99
歳

99
歳

99
歳

99
歳

98
歳

一
心
の
１
会

38

区

第
2
新
進
会

新
生
の
１
会

南

進

会

７

区

21

区

永

交

会

第
2
新
進
会

一
心
の
１
会

27

区

西

栄

会

中

和

会

更
生
の
１
会

新
生
の
2
会

友

愛

会

永

交

会

屈
足
東
進
会

屈
足
親
和
会

若

草

会

（平成2７年９月１日現在　生年月日順）

　

高
齢
者
の
健
康
と
長
寿
を
祝
う
敬
老

会
が
９
月
７
日
、
町
公
民
館
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
た
の
は

昭
和
15
年
９
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た

75
歳
以
上
の
か
た
１
２
４
７
人
で
、
う

ち
281
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

浜
田
正
利
町
長
が
「
今
ま
で
皆
様
が

培
っ
て
き
た
知
恵
や
能
力
を
我
々
に
貸

し
て
頂
け
れ
ば
有
難
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
米
寿
を
迎
え
た
40
人
の
う
ち
出

席
さ
れ
た
17
人
に
お
祝
い
状
と
敬
老
金

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
藤
恵
会
の
日
本
舞
踊
、
新

得
歌
謡
愛
唱
会
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
28
日
に
は
浜
田
町
長
が

今
年

100
歳
を
迎
え
た
合
田
松
太
良
さ
ん

と
山
本
ハ
ル
さ
ん
宅
を
訪
問
し
、
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
の
お
祝
い
状
と
記
念
品

の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

浜田町長から米寿のお祝い状を受け
取る参加者

内閣総理大臣からのお祝い状を手に
する山本ハルさん

　

新
得
地
区
交
通
安
全
協
会
（
西
川
健

会
長
）
が
９
月
28
日
、
新
得
警
察
署
で

全
国
・
北
海
道
・
釧
路
方
面
交
通
表
彰

伝
達
式
を
行
い
、
長
年
に
わ
た
り
交
通

安
全
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
６

人
（
新
得
町
関
係
分
）
が
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

☆
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長　

交
通
栄

誉
章　

緑
十
字
銅
章
【
優
良
運
転
者
】

▼
高
橋
惠
治
さ
ん
、
原
恵
子
さ
ん
、
山

本
儀
信
さ
ん

☆
北
海
道
警
察
本
部
長
・
北
海
道
交
通

安
全
協
会
長
【
優
良
運
転
者
】
▼
増
田

年
男
さ
ん
、
湯
浅
陽
子
さ
ん

☆
北
海
道
警
察
釧
路
方
面
本
部
長
・
釧

路
方
面
交
通
安
全
協
会
長
【
優
良
運
転

者
】
▼
斎
藤
芳
幸
さ
ん

長
き
に
わ
た
り
交
通
安

全
に
尽
力

全
国
・
北
海
道
・
釧
路
方
面
交

通
表
彰

表彰される原さん

　

新
得
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団
が
９
月
13

日
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
荘
を

訪
れ
、
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
敬
老
の
日
に
同
施
設
を
訪
れ

て
演
奏
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
一
週
間
早
く
訪
問
し
、
ア
ン
コ
ー

ル
曲
を
含
め
全
７
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
入
所
者
の
側
ま
で

来
て
演
奏
す
る
な
ど
、
入
所
者
は
音
楽

と
子
供
達
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。　

入
所
者
に
素
敵
な
音
楽
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団
が
ひ
ま
わ

り
荘
で
演
奏
会
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第 20 回 SHINTOKU 空想の森映画祭、屈南小児童が町社協にリングプルを寄贈　ほか

14

林業試験場公開講座、教育委員長に浦山氏を再任　ほか

小
さ
な
森
の
映
画
祭

第
20
回
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
空

想
の
森
映
画
祭

　

第
20
回
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
空
想
の

森
映
画
祭
（
実
行
員
会
主
催
）
が
9
月

19
日
〜
23
日
に
新
内
ホ
ー
ル
、
町
公
民

館
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
例
年
新

内
ホ
ー
ル
の
み
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

20
回
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
公
民
館

で
も
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

18
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
第
１
回
か
ら
出
演
し

て
い
る
宇
井
宏
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
に
は
料
理
を
持
ち
寄

っ
て
の
パ
ー
テ
ィ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
が
あ
っ
て
20
年

間
続
け
て
こ
れ
た
」
と
主
催
者
の
藤
本

監
督
は
話
し
、「
小
さ
な
映
画
祭
だ
か
ら

製
作
者
や
監
督
と
近
く
で
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
魅
力
を
語
り
ま
し
た
。

ライブを行った宇井さん

集
め
て
社
会
に
貢
献

屈
南
小
児
童
が
町
社
協
に
リ
ン

グ
プ
ル
を
寄
贈

　

屈
足
南
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
集
め

た
リ
ン
グ
プ
ル
の
贈
呈
式
が
９
月
８
日
、

同
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
平
成
16
年
か
ら
行

わ
れ
て
お
り
、
校
内
に
収
集
箱
を
置
い

て
、
家
庭
か
ら
集
め
て
い
る
ほ
か
、
協

力
を
依
頼
し
た
町
内
の
５
店
舗
か
ら
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
校
を
訪
れ
た
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
赤
木
英
俊
会
長
に
児
童
会
長
の
西
田

魅
美
さ
ん
ら
児
童
代
表
が
半
年
分
の
約

15
㌔
の
リ
ン
グ
プ
ル
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

赤
木
会
長
は
「
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
リ
ン
グ
プ
ル
は
通
算

610
㌔
で
車
い

す
１
台
分
に
相
当
す
る
。
こ
れ
か
ら
も

善
意
の
継
続
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。

学
ん
で
美
味
し
く
調
理

道
産
牛
肉
セ
ミ
ナ
ー
、
学
ぼ
う
！

作
ろ
う
！
道
産
牛
肉

　

「
道
産
牛
肉
セ
ミ
ナ
ー
、
学
ぼ
う
！
作

ろ
う
！
道
産
牛
肉
」（
北
海
道
牛
肉
消
費

拡
大
強
化
実
行
委
員
会
主
催
）
が
９
月

30
日
、
屈
足
南
小
学
校
５
年
生
と
６
年

生
の
17
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
生
産
者
の
話
を
聞

き
、
料
理
実
習
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

食
の
大
切
さ
を
学
び
、
感
謝
の
心
を
育

も
う
と
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
生
産
者
と
し
て
関
谷
達
司

さ
ん
か
ら
ト
ム
ラ
ウ
シ
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛

の
話
を
聞
き
、
料
理
研
究
家
の
東
海
林

明
子
先
生
と
「
カ
ッ
ト
ス
テ
ー
キ
の
サ

ラ
ダ
」
な
ど
３
種
の
料
理
を
作
り
ま
し

た
。

　

お
肉
が
焼
け
る
音
を
聞
く
と
児
童
は

「
お
〜
」
と
歓
声
を
あ
げ
、
楽
し
み
な
が

ら
料
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

染
物
と
森
の
散
策
を
楽

し
む

林
業
試
験
場
公
開
講
座

　

林
業
試
験
場
道
東
支
部
公
開
講
座
「
森

と
木
の
不
思
議
を
探
る
！
」
が
同
場
で

開
か
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
19
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
林
業
試
験
場
と
町
名
木
選

考
委
員
会
が
主
催
し
て
お
り
、
共
同
で

の
開
催
は
２
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

始
め
に
山
ぶ
ど
う
の
つ
る
や
桜
の
実

な
ど
を
染
料
に
し
た
染
物
に
挑
戦
。
真

っ
白
い
ハ
ン
カ
チ
を
自
分
の
好
き
な
色

に
染
め
、
好
き
な
模
様
を
描
き
ま
し
た
。

　

兄
妹
3
人
で
参
加
し
た
名
和
樹
輝
く

ん
、
美
琴
さ
ん
、
祥
太
郎
く
ん
は
「
自

分
の
思
っ
た
と
お
り
の
模
様
、
色
が
で

き
た
。
楽
し
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。

　

場
内
散
策
で
は
、
人
の
手
が
加
え
ら

れ
て
い
な
い
森
の
中
を
歩
き
、
子
供
た

ち
は
木
の
実
や
昆
虫
を
見
つ
け
る
度
に

歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

花
火
が
上
が
り
、
観
衆
を
魅
了
し
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
生
ビ
ー
ル
や
お
好
み
焼
き
、

焼
き
そ
ば
な
ど
が
出
店
し
賑
わ
っ
て
い

た
ほ
か
、
打
ち
上
げ
前
に
は
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
や
新
得
中
学
校

吹
奏
楽
部
と
狩
勝
高
原

太
鼓
の
合
同
の
演
奏
、

ク
ラ
ブ
メ
ッ
ド
北
海
道

ス
タ
ッ
フ
の
Ｇ
Ｏ
に
よ

る
華
麗
な
ダ
ン
ス
、
町

内
の
幼
稚
園
、
保
育
所

（
園
）、
小
・
中
学
生
の

子
供
た
ち
約

600
人
の
顔

写
真
が
会
場
の
特
設
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
る
な
ど
多
彩
な
催
し

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。　

初
秋
の
夜
空
に

　
４
２
０
０
発
の
花
火

新
得
花
火
大
会
「
輝
一
夜
（
か

が
や
き
ひ
と
よ
）
〜
夢
見
草
」

　

新
得
花
火
大
会
「
輝
一
夜
（
か
が
や

き
ひ
と
よ
）
夢
見
草
」（
実
行
委
員
会
主

催
）
が
５
日
、
町
営
球
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
約
２
８
０
０
人

が
訪
れ
、
初
秋
の
夜
空
を
彩
る
華
や
か

な
花
火
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

打
ち
上
げ
花
火
は
昨
年
よ
り
も

５
０
０
発
多
い
４
２
０
０
発
が
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
か
ら
打
ち
上
げ
が
ス
タ
ー

ト
。
２
部
構
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
約
１

時
間
、
次
々
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ

グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
大
ス
タ
ー
マ

イ
ン
で
は
約
４
分
間
に
１
０
０
０
発
の

特設スクリーンに映し出される子供達の顔写真

教
育
委
員
長
に

　
　
浦
山
氏
を
再
任

　

町
教
育
委
員
会
は
、
９
月
29
日
、
定

例
会
を
開
き
、
教
育
委
員
長
に
浦
山
兼

一
さ
ん
を
再
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
職

務
代
理
者
に
は
飯
田
泰
雅
さ
ん
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
任
期
も
平
成

28
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

現
在
、
新
得
町
教
育
委
員
会
は
浦
山

兼
一
委
員
長
、
飯
田
泰
雅
委
員
、
湯
浅

健
委
員
、
太
田
百
美
子
委
員
と
斎
藤
仁

教
育
長
の
５
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

再任された浦山兼一教育委員長 再任された飯田泰雅職務代理者

交
流
し
な
が
ら
施
設
周

辺
を
き
れ
い
に

十
勝
男
性
保
育
士
連
絡
協
議
会

が
施
設
周
辺
清
掃

　

十
勝
男
性
保
育
士
連
絡
協
議
会
の
施

設
周
辺
清
掃
が
10
月
４
日
に
行
わ
れ
、

管
内
各
地
か
ら
男
性
保
育
士
10
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
活
動
は
毎
年
行
わ
れ
て
お

り
、
実
施
場
所
は
管
内
各
市
町
村
の
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
決
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
屈
足
保
育
園
の
周
辺
を
周

り
、
６
袋
分
の
ゴ
ミ
を
集
め
ま
し
た
。

ゴ
ミ
を
集
め
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
交
流

を
し
、
更
に
親
睦
を
深
め
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
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秋のおまつり２箇所で開催

しんとく秋まつり、屈足２０１５秋まつり

　しんとく秋まつり（実行委員会主催）が９月８日、な

ごみ前駐車場で開かれ、新得音頭や花笠音頭、神輿の練

り歩きなどが行われました。

　イベントとしては、子供なわとび、バトントワラーズ

の演技が行われ、初開催となる「しんと喰（く）エスト」

ではサイダーの早飲みとスイカ早食い、かき氷早食いと

けん玉連続チャレンジのタイムを競いあい、会場は大盛

り上がりでした。

　９月 11 日には、屈足地区で屈足２０１５秋まつり（屈

足神社秋季祭典委員会主催）が行われ、バナナや商品の

叩き売りなどで盛り上がりました。

バンド演奏にノリノリ

まへらバンドがひまわり荘を慰問

　清水町内の診療所「前田クリニック」の医師やグルー

プホームの職員で組織している「まへらバンド」のメン

バー９人が９月 27 日、養護老人ホームひまわり荘を訪

れ、演奏を披露しました。

　演奏したのは、「かざりじゃないのよ涙は」や「恋の

フーガ」など 11 曲。入居者の皆さんはその演奏にノリ

ノリの様子でした。アンコールの曲は手話で歌われ、入

居者の皆さんも一緒に手話を行っていました。

一本狙って奮闘

第６回十勝カップ秋季柔道大会

　第１回から新得町で開催され、第６回を迎えた十勝カ

ップ秋季柔道大会が９月 20 日、町総合体育館で開催さ

れ、全道から約 200 人が出場しました。

　新得からは団体戦小学校低学年、小学校高学年に１チ

ームずつが出場し、個人戦には幼児、小学生、中学生合

わせて 14 人が出場。小学３年の部で箕浦裕斗くんが優

勝を果たしました。

　新得の３位以上の結果は以下のとおりです。

　【幼児】　　 ３位     ・千田結誠

　【小学３年】優勝　・箕浦裕斗

　【中学１年】準優勝・箕浦翔太

　【小学低学年女子】準優勝・遠藤日々

慎重に狙って狙って

第 20 回しんとくフロアカーリング大会

　第２0 回しんとくフロアカーリングの決勝大会が 10

月１日に町民体育館で開催され、屈足地区、新得地区か

ら勝ち上がった16チームが優勝を目指して競いました。

　決勝は、「フォルティウス」（岡田徳彦、岡田美佐子ペア）

と「おーえす」（乙井逸人、斎藤香ペア）の対戦となり、

「フォルティウス」が「おーえす」を破り、優勝を果た

しました。

 ４位までの順位は次のとおりです。

　優勝：フォルティウス　準優勝：おーえす

　３位：屈足 BOSS　　 　　４位：KKR

新得野球少年団３連覇

　第 24 回新得地区暴力追放運動推進少年野球大会（新

得地区暴力追放推進協議会主催）が９月 21 日、町営球

場で開催され、新得・清水・鹿追３町の少年野球チーム

が優勝を目指し熱戦を繰り広げました。

　秋晴れの下、リーグ戦で行われた試合は選手たちの気

迫あるプレーがぶつかりあっていました。

　新得野球少年団（谷口颯太主将）は、１試合目に清水

ライオンズと対戦し、７対０で勝利。２試合目の鹿追ゴ

ッドサンダーズとの試合も１６対０と２試合連続で完

封コールドゲームとし、本大会３連覇を達成しました。

暴力追放運動推進少年野球大会

自己ベストに挑む泳ぎを披露

第 27 回全十勝スポーツ少年団水泳交歓大会

　第 27 回全十勝スポーツ少年団水泳交歓大会（十勝ス

ポーツ少年団本部主催）が９月 20 日、町温水プールで

開かれ、管内の 11 の水泳少年団に所属する小・中学生

166 人が日頃の練習の成果を発揮していました。

　新得水泳スポーツ少年団からは 19 人が参加し、200

㍍個人メドレー（小学３年男子）と 50 ㍍自由形（同）

で川口真空くんが、50 ㍍平泳ぎ（小学５年男子）で名

和樹輝くんがそれぞれ大会新記録を出しました。

　また、個人で記録した各種目の順位を得点化し、合計

した点数を少年団ごとで競う団体戦では、新得水泳スポ

ーツ少年団が見事優勝を飾りました。

心に染みる歌声で聴衆を魅了

「よしだよしこ」ギター＆ダルシマーと弾き語り

　「よしだよしこ」ギター＆ダルシマーと弾き語り（町

文化・スポーツ振興基金運営委員会主催）が９月 15 日、

新内ホールで開催され、町内外から約３０人が来場しま

した。

　町内の宇井ひろしさんのアコーディオン演奏で幕を

開けたステージを引き継いだよしださんは、チャールズ・

チャップリンの曲「スマイル」をしっとりと歌い、聴衆

を魅了。

　歌の合間の MC では、軽妙な語り口で笑いが起きる

など、来場者は歌でもトークでもよしださんの魅力に魅

了されていました。

　「第４回アメマガミーティング　イン　サホロ」（実行

委員会主催）が９月 20 日、農道離着陸場で開催され、

道内各地からアメリカ製自動車（通称アメ車）およそ

200 台が集まりました。

　自慢の愛車がアメ車専門誌「アメ車マガジン」に写真

が掲載されるとあって、車のオーナーはピカピカに磨く

姿も。

　会場では、ホットドックなどの売店が出店し、カント

リーミュージックライブや DJ の Mr. ジェームスの音楽

などで盛り上がるなど、来場者はアメリカの雰囲気を楽

しんでいました。

アメマガミーティング　イン　サホロ

アメ車ファンが集結！
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町
民
の
方
と
の
会
話
か
ら
三
点
報
告
し
ま

す
。

　

一
点
目
は
、
９
月
５
日
の
「
花
火
大
会
」
の

事
で
す
。「
今
年
の
花
火
も
良
か
っ
た
。
来
年

も
や
る
よ
ね
」「
新
得
に
嫁
に
来
て
何
十
年
も

な
る
け
ど
、
あ
ん
な
に
良
い
花
火
を
間
近
で
見

た
の
は
初
め
て
」「
有
名
な
花
火
大
会
よ
り
新

得
の
ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
良
い
」
な
ど
多
く
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
花
火
の
打
ち

上
げ
前
に
行
わ
れ
た
子
供
達
の
笑
顔
の
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
に
つ
い
て
も
多
く
の
方
か
ら
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
行
委
員
の
皆

さ
ん
、
お
手
伝
い
を
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆

さ
ん
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
な
お
、
か
か
っ

た
費
用
は
378
万
円
で
し
た
が
、
そ
の
う
ち
協
賛

金
な
ど
皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
が
43
万
円
あ
り
ま

し
た
。（
町
か
ら
は
335
万
円
）

　

二
点
目
は
27
日
の
「
新
そ
ば
祭
り
」
の
事
で

す
。
今
年
も
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
大
勢
の
お

客
様
が
会
場
に
見
え
ら
れ
、
盛
り
上
が
っ
た
祭

り
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
関
係
者
の
方
々
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。そ
の
関
係
者
の
方
か
ら
、

祭
り
の
開
催
中
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
「
疲

れ
た
か
ら
も
う
辞
め
た
い
。
町
長
手
伝
っ
て
」、

後
日
に
も
「
な
か
な
か
疲
れ
が
取
れ
な
い
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
関
係
者
の
方
々
の
ご
苦

労
は
計
り
知
れ
無
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
皆

様
の
協
力
に
よ
り
新
そ
ば
祭
り
は
、
毎
年
、
多

く
の
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成

長
し
、
新
得
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し

ま
し
た
。
来
年
は
「
そ
ば
博
覧
会
」
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
今
年

以
上
の
ご
苦
労
を
お
掛
け
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

三
点
目
は
、
戦
後
70
年
の
節
目
を
迎
え
、
安

倍
首
相
か
ら
の
談
話
の
発
表
後
、
国
の
内
外
で

賛
成
や
反
対
な
ど
様
々
な
評
価
が
出
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
安
全
保
障
関
連
法
案
の
国
会
で
の

論
戦
、
世
論
の
反
応
な
ど
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て

様
々
な
事
が
報
道
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
国
会

閉
会
後
、
複
数
の
方
と
雑
談
を
す
る
機
会
が
あ

り
、そ
の
中
で
気
に
な
っ
た
事
を
紹
介
し
ま
す
。

新
聞
報
道
の
あ
り
方
と
し
て
、
各
新
聞
に
よ
っ

て
報
道
内
容
に
偏
り
が
あ
り
、
一
紙
し
か
読
ま

な
い
人
は
そ
の
内
容
が
全
て
だ
と
思
い
込
み
、

世
の
中
に
他
の
考
え
方
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

政
党
に
よ
っ
て
は
批
判
ば
か
り
で
国
の
安
全
保

障
に
つ
い
て
何
も
語
ら
な
い
で
こ
れ
で
良
い
の

か
と
多
少
あ
き
れ
た
感
じ
の
話
に
も
な
り
ま
し

た
。
学
生
の
反
対
行
動
も
意
思
を
表
す
と
い
う

意
味
で
は
良
い
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
こ
ま
で
理

解
を
し
て
い
て
行
動
し
て
い
る
の
か
と
若
干
心

配
な
話
に
も
な
り
ま
し
た
。「
戦
争
を
し
な
い
」

そ
し
て
、「
国
民
を
守
る
た
め
」
に
ど
う
し
て

い
く
の
か
分
か
り
や
す
く
政
治
家
は
国
民
に
伝

え
、
報
道
機
関
は
偏
ら
な
い
事
実
を
国
民
に

報
道
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

町長室から

こんにちは

新得町長　浜田正利

　

短

　

歌

新

得

短

歌

会

長
月
に
心
騒
ぐ
は
文
月
に

　
　

生
受
く
我
が
魂
宿
る
記
憶
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口
か
お
り

　

九
月
入
り
朝
し
つ
と
り
と
冷
気
な
り

　
　

こ
の
夏
も
ま
た
様
々
あ
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
関　

白
潮

ド
ド
ン
ド
ン
夜
空
の
花
火
賑
や
か
に

　
　

淋
し
く
散
る
も
ド
ラ
マ
の
様
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　

恭
子

七
十
年
戦
後
を
生
き
て
走
馬
燈

　
　

筆
持
つ
母
に
感
じ
入
る
わ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

康
雄

月
の
影
薄
を
透
し
夜
も
す
が
ら

　
　

虫
の
音
色
で
秋
は
深
ま
り　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木　

伸
一

屈

足

短

歌

会

冷
ん
や
り
と
冷
気
た
だ
よ
う
夕
暮
れ
に

鳥
の
群
れ
た
ち
古
巣
に
急
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船
場　

君
子

貝
ひ
と
つ
拾
わ
む
と
し
て
走
り
ゆ
き

浪
と
た
わ
む
る
釧
路
の
海
に�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

征
子

道
の
辺
の
し
し
う
ど
凛
と
立
ち
ゐ
る
も

秋
風
吹
け
ば
花
も
色
褪
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
場
タ
カ
子

　
俳
　
句

新
得
俳
句
同
好
会

新
芋
の
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
を
頬
張
り
ぬ

片
桐　

波
月

読
み
か
け
の
句
集
の
続
き
読
む
夜
長

西
川　

勝
仙

亡
き
友
を
し
み
じ
み
思
う
虫
の
夜�

八
木　

育
子

事
故
現
場
菊
供
え
あ
り
歩
を
止
め
り

袴
田
ゆ
き
男

収
穫
と
名
付
け
て
酌
む
や
一
人
酒

　

月
井　

愁
峰

秋
晴
や
抱
か
る
赤
子
の
深
眠
り高

橋　

民
女

喜
寿
記
念
絵
画
に
振
れ
る
秋
の
蝶

大
崎
か
ず
お

苔
生
え
し
庭
と
語
ら
い
米
寿
の
日

斉
藤　

青
苔

竿
先
の
海
に
撓
り
や
鮭
帰
る中

島　

土
方

　

病
院
に
勤
め
て
い
る
時
に
、
短
大
時

代
の
友
達
の
紹
介
で
、
高
校
の
先
生
を

し
て
い
た
保
さ
ん
と
知
り
合
い
、
23
歳

の
時
に
結
婚
し
二
女
に
恵
ま
れ
た
。
結

婚
を
機
に
仕
事
を
辞
め
、
旦
那
さ
ん
の

保
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
網
走
管
内
の
紋

別
市
に
引
っ
越
し
た
。
そ
の
後
も
旦
那

さ
ん
が
教
師
と
い
う
職
業
柄
、
引
っ
越

し
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
足
寄
町
や
新

得
町
、
様
似
町
な
ど
に
移
り
住
ん
だ
。

「
元
々
、
旦
那
が
新
得
に
住
ん
で
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
、
新
得
高
校
に
赴
任

し
た
時
に
、
新
得
に
家
を
建
て
た
ん
だ

よ
ね
。
で
も
、
ま
た
転
勤
が
あ
っ
て
、

空
き
家
に
し
て
引
っ
越
し
た
の
よ
。
子

ど
も
の
頃
も
引
っ
越
し
し
て
歩
い
た
し
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
引
っ
越
し
が
多

か
っ
た
ね
。
本
当
に
あ
っ
ち
行
っ
た
り

こ
っ
ち
行
っ
た
り
ね
」
と
笑
い
な
が
ら

話
す
。

　

趣
味
は
？
と
聞
く
と
「
歌
う
こ
と
」

が
好
き
と
話
す
藤
崎
さ
ん
は
、
今
年
10

周
年
を
迎
え
る
町
内
の
コ
ー
ラ
ス
サ
ー

ク
ル
「
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
」
に
所
属
し

て
い
る
。「
コ
ー
ラ
ス
は
中
学
生
の
時
か

ら
や
っ
て
い
て
、
そ
の
時
は
ピ
ア
ノ
も

や
っ
て
い
た
の
。
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
が

で
き
た
時
か
ら
所
属
し
て
い
て
、
今
年

「
歌

を
歌
う
の
が
好
き
だ
し
、
体
を
動

か
す
の
も
好
き
。
そ
れ
が
健
康

の
秘
訣
か
な
」
と
話
す
の
は
、
カ
ラ
オ
ケ
、

コ
ー
ラ
ス
、
プ
ー
ル
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い

る
藤
崎
美
智
子
さ
ん
。

　

藤
崎
さ
ん
は
、
胆
振
管
内
の
追
分
町

で
父
親
が
警
察
に
勤
め
る
家
庭
に
生
ま

れ
、
４
人
き
ょ
う
だ
い
の
長
女
と
し
て

育
っ
た
。「

父
親
が
警
察
に
勤
め
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
転
勤
族
だ
っ

た
の
で
、
引
っ
越
し
が
多
く

て
ね
」
と
小
さ
い
頃
は
伊
達

市
や
虻
田
町
な
ど
を
転
々
と

引
っ
越
し
し
て
歩
い
た
。

　

「
小
さ
い
頃
は
引
っ
込
み
思

案
で
お
と
な
し
い
子
ど
も
だ

っ
た
ん
だ
け
ど
、
中
学
校
を

卒
業
す
る
頃
に
『
こ
ん
な
こ

と
じ
ゃ
ダ
メ
だ
』
と
思
っ
て
、

そ
れ
か
ら
は
積
極
的
に
す
る

よ
う
に
し
た
の
よ
」
と
話
す
。

　

追
分
の
高
校
を
卒
業
後
、

札
幌
の
短
期
大
学
に
進
学
し

栄
養
士
の
免
許
を
取
得
。
苫

小
牧
の
病
院
に
栄
養
士
と
し

て
勤
め
た
。

11
月
に
記
念
公
演
を
予
定
し
て
い
る
ん

で
す
よ
。
そ
の
他
に
も
十
勝
管
内
の
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
る
発
表
会
な

ど
が
帯
広
や
清
水
で
あ
る
の
で
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
行
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、

週
一
回
の
練
習
に
は
欠
か
さ
ず
参
加
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

カ
ラ
オ
ケ
も
月
に
２
回
、
カ
ラ
オ
ケ

好
き
の
メ
ン
バ
ー
が
喫
茶
店
茶
憩
夢
に

集
ま
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
好
き
な
歌
を

披
露
し
て
い
る
。

　

温
水
プ
ー
ル
に
も
通
っ
て
お
り
、「
プ

ー
ル
が
で
き
た
時
か
ら
通
っ
て
い
て
、

途
中
、
膝
を
痛
く
し
た
時
は
休
み
ま
し

た
け
ど
、
今
は
泳
い
だ
り
水
中
歩
行
し

た
り
週
１
回
は
通
っ
て
い
ま
す
。
で
も

ね
、
泳
ぐ
方
は
全
然
上
達
し
な
い
ん
だ

け
ど
ね
」
と
笑
い
な
が
ら
話
す
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
週

１
回
や
っ
て
お
り
「
去
年
か
ら
屋
外
の

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て

い
た
ん
だ
け
ど
、
今
年
か
ら
は
室
内
で

や
る
方
に
変
え
て
や
っ
て
い
ま
す
。
家

に
い
る
の
が
火
曜
日
と
金
曜
日
く
ら
い

か
な
。
健
康
の
た
め
に
も
運
動
し
な
い

と
落
ち
着
か
な
い
の
よ
。
病
院
の
先
生

に
も
あ
ま
り
や
り
す
ぎ
た
ら
ダ
メ
だ
よ

っ
て
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
ほ
ど
ほ
ど

に
ね
」
と
話
す
。

　

「
こ
れ
か
ら
も
好
き
な
歌
を
歌
っ
て
、

適
度
に
体
を
動
か
し
て
、
続
け
ら
れ
る

う
ち
は
続
け
て
い
き
た
い
か
な
。
あ
っ
、

そ
う
い
え
ば
体
喜
操
を
始
め
る
ん
で
す

よ
」
と
話
す
藤
崎
さ
ん
は
、
と
て
も
積

極
的
に
活
動
す
る
お
元
気
な
方
で
し
た
。

好
き
な
歌
を
歌
っ
て

適
度
に
体
を
動
か
し
て

そ
れ
が
健
康
に
一
番

藤
ふじさき

崎美
み ち こ

智子さん

　（74 歳）

さくら会

No.406

カラオケ好きの人た
ちが集まる喫茶店で
歌声を披露する藤崎
さん
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■
一
般
書

・
で
き
る
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10

                               

（
法
林
岳
之
）

・
ギ
ネ
ス
世
界
記
録 

２
０
１
６

             

（
ク
レ
イ
グ･

グ
レ
ン
デ
ィ
）

・
世
界
で
一
番
美
し
い
分
子
図
鑑

                   

（
セ
オ
ド
ア･

グ
レ
イ
）

・
さ
っ
ぽ
ろ
味
の
老
舗
グ
ラ
フ
ィ
テ

ィ
ー                      

（
和
田
由
美
）

・
け
も
の
道
の
歩
き
方   

（
千
松
信
也
）

・
仁
義
な
き
宅
配         

（
横
田
増
生
）

・
顔
ハ
メ
看
板
ハ
マ
リ
道（
塩
谷
朋
之
）

・
琥
珀
の
ま
た
た
き      

（
小
川
洋
子
）

・
ワ
ク
チ
ン
Ｘ             

（
桂
　
望
実
）

・
犯
人
に
告
ぐ 

２         

（
雫
井
脩
介
）

・
マ
イ
ス
ト
ー
リ
ー      

（
林
真
理
子
）

・
家
族
連
写                

（
森
　
浩
美
）

・
Ａ
で
な
い
君
と         

（
薬
丸
　
岳
）

・
孤
狼
の
血                

（
柚
木
裕
子
）

・
老
妻
だ
っ
て
介
護
は
つ
ら
い
よ

                               

（
沖
藤
典
子
）

 

■
児
童
書

・
め
だ
か
の
王
様         

（
岡
田
　
潤
）

・
岸
辺
の
ヤ
ー
ビ         

（
梨
木
香
歩
）

・
か
ご
に
の
っ
て（
と
よ
た
か
ず
ひ
こ
）

・
カ
エ
ル
く
ん
の
た
ん
こ
ぶ

                               

（
宮
西
達
也
）

・
だ
っ
て
お
さ
る
だ
も
ん（
サ
ト
シ
ン
）

「
羊
と
鋼
の
森
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
宮
下
　
奈
都

  

　
主
人
公
の
外
村
は
高
校
で
調
律
師
と
出

会
い
、
調
律
師
の
生
み
出
す
ピ
ア
ノ
の
音

色
に
魅
せ
ら
れ
、
自
ら
も
調
律
師
を
目
指

す
。
調
律
師
が
生
ん
だ
音
に
、
森
の
匂
い

を
感
じ
た
と
い
う
。
そ
の
森
の
匂
い
に
引

き
寄
せ
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
、
山
で
生
ま

れ
育
っ
た
外
村
は
人
生
の
進
路
を
決
め

る
。

　

彼
は
専
門
学
校
へ
進
み
、
技
術
を
習
得

し
、
か
つ
て
自
分
に
影
響
を
与
え
た
調
律

師
が
勤
め
る
楽
器
店
に
就
職
す
る
。

　

外
村
は
、
楽
器
店
で
働
く
数
々
の
調
律

師
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
教
え
を
受
け
、
様
々

な
依
頼
主
と
知
り
合
い
な
が
ら
、
良
い
調

律
師
と
は
何
か
を
目
指
し
て
ゆ
く
。
彼
が

調
律
師
と
し
て
、
人
と
し
て
成
長
す
る
姿

が
綴
ら
れ
た
、
祝
福
に
満
ち
た
青
春
小
説
。

ひ
と
こ
と
手
話
講
座

　

〜
N
o
.
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○
新
得

カギ型にした右手人差し指を
左手の平に置いて引き寄せる

握った右手を開い
て

← ←

右手を握って右目
の下に持ってきて

　
今
年
の
４
月
か
ら
新
得
町

役
場
保
健
福
祉
課
の
保
健
師

と
し
て
勤
務
す
る
黒
澤
結
花

さ
ん
に
、
お
話
し
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

学習や経験を
積み重ね

必要とされる
保健師に

黒澤　結花さん

●
保
健
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き

っ
か
け
は
？

　

幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
時
か

ら
将
来
は
看
護
師
さ
ん
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
も
思
い
が
変
わ
る
こ
と

な
く
、
人
の
た
め
に
な
る
仕
事

を
し
た
い
、
親
に
迷
惑
を
か
け

た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
ず

っ
と
看
護
師
を
目
指
し
て
い
ま

し
た
。
看
護
学
院
の
３
年
生
の

時
に
実
習
で
病

院
に
行
く
機
会

が
た
く
さ
ん
あ

っ

た

の

で

す

が
、
そ
の
時
に

実

感

し

た

の

が
、
看
護
師
の

仕
事
は
患
者
さ
ん
と

は
病
院
に
い
る
時
だ

け
の
関
わ
り
で
、
退

院
す
れ
ば
そ
の
患
者

さ
ん
と
は
そ
こ
で
終

わ
り
。
本
当
は
治
療
が
終
わ
っ

た
後
の
家
で
の
生
活
が
大
切
な

の
に
、
そ
こ
に
は
関
わ
れ
な
い

ん
で
す
よ
ね
。
で
も
、
そ
こ
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
強
く
思

う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
先
生
に
保
健
師
を

勧
め
ら
れ
て
「
あ
っ
！
私
が
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が

保
健
師
の
仕
事
な
ん
だ
」
と
気

づ
き
ま
し
た
。
看
護
学
生
生
活

も
残
す
と
こ
ろ
半
年
で
看
護
師

希
望
か
ら
、
も
う
一
年
勉
強
し

て
保
健
師
を
目
指
す
こ
と
に
し

ま
し
た
。

●
働
い
て
み
て
の
印
象
は
。

　

職
場
の
周
り
の
皆
さ
ん
に
い

つ
も
気
に
か
け
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
し
、
相
談
も
し
や
す
く
、

暖
か
い
環
境
で
見
守
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
勉
強
し
て
き
た
こ
と

を
実
際
に
実
践
に
移
す
難
し
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ

り
習
っ
て
き
た
こ
と
と
、
現
実

に
体
感
す
る
こ
と
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
か
な
り
あ
り
ま
す
ね
。

　

親
元
を
離
れ
た
の
が
保
健
師

に
な
る
た
め
の
勉
強
を
す
る
た

め
に
旭
川
で
の
１
年
間
の
生
活

だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、
新
得

に
住
ん
で
み
て
、
最
初
は
寂

し
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
逆
に
親
に
「
何
で
そ
ん
な

に
帰
っ
て
こ
な
い
の
？
」
っ
て

言
わ
れ
る
く
ら
い
楽
し
く
生
活

し
て
い
ま
す
。

●
趣
味
・
特
技
は
な
ん
で
す
か
。

　

小
学
校
４
年
生
か
ら
高
校
生

ま
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
中
学
生
の
時
は
十

勝
で
ベ
ス
ト
４
ま
で
い
き
ま
し

た
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
「
強
い

チ
ー
ム
じ
ゃ
な
く
て
、
い
い
チ

ー
ム
に
な
ろ
う
」
と
頑
張
っ
て

き
て
、
他
の
チ
ー
ム
の
監
督
か

ら
も
「
い
い
チ
ー
ム
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
ね
。

　

そ
の
他
に
は
昔
か
ら
手
芸
と

か
裁
縫
な
ど
手
先
を
使
う
こ
と

が
好
き
で
、
高
校
生
の
時
に
編

み
物
の
専
門
書
を
買
っ
て
独
学

で
始
め
た
編
み
物
が
大
好
き
で

す
。
今
も
帽
子
を
編
ん
で
い
る

最
中
で
す
。
私
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
す
ご
く
上
手
い
の
で
、
私

の
師
匠
な
の
で
す
が
、
た
ま
に

行
く
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
編

み
物
を
持
っ
て
行
っ
て
教
え
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。「
編
み
目

が
汚
い
」
と
か
怒
ら
れ
ま
す
け

ど
ね
（
笑
）　

出
来
上
が
っ
た

物
は
実
は
ほ
と
ん
ど
自
分
の
手

元
に
無
い
ん
で
す
よ
ね
。
家

族
や
友
達
に
あ
げ
ち
ゃ
う
ん
で

す
。
あ
げ
て
喜
ん
で
も
ら
う
の

が
好
き
で
。
母
に
は
「
そ
ん
な

に
編
め
る
な
ら
、
自
分
の
物
を

編
み
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
す

け
ど
、
他
の
人
の
た
め
に
編
む

と
気
合
も
入
っ
て
ど
ん
ど
ん
進

ん
で
い
く
の
で
す
が
、
自
分
の

物
を
編
む
と
途
中
で
何
ヶ
月
も

放
置
し
ち
ゃ
っ
て
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
（
笑
）

●
今
後
の
抱
負
・
目
標
は
。

　

周
り
の
先
輩
方
に
教
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
吸

収
し
て
学
習
も
積
み
重
ね
な
が

ら
、
町
民
の
方
々
の
健
康
を
守

っ
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

れ
が
持
っ
て
い
る
力
を
伸
ば
し

て
い
け
る
よ
う
な
保
健
師
に
な

れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
編
み

物
で
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
み
た
い
な

少
し
大
物
を
今
シ
ー
ズ
ン
中
に

作
り
た
い
で
す
ね
。　

くろさわ　ゆかさん

平成４年10月生まれ（22歳）
幕別町出身

平成23年３月　帯広緑陽高
校卒業
平成27年３月　道立旭川高
等看護学院地域看護学科卒業
平成27年４月から新得町役
場保健福祉課で保健師として
勤務

町民の健康相談をしている黒澤さん

おくやみ

指定寄付

○屈足南小学校児童会
　リングプル 15kg を社会福祉協議会へ

○佐藤キミ子（ひばり会）
　社会福祉協議会へ５万円

◯新得高校第１期生同窓会
　社会福祉協議会へ３万円

◯新得中学校第８期卒業生同期会千秋の集い
一同
　社会福祉協議会へ 28,565 円

◯横山　昭（札幌市）
　広報紙等発送事業用として１万円

町や町の施設に

○帯広・十勝の民謡を伝えるコロポックルの
会（代表堀口ひさ子）
　町内各小中学校及び図書館に絵本「帯広・
十勝の民話」７枚　

髙橋　利男

阿蘇　謙一

佐藤　三男

(79 )

( 79 )

( 67 )

 8/31

 9/16

 9/17

３ ７ 区

新 進 会

第 １ 新 進 会

結　　婚

太田　幸孝 ♡ 栗本　祐美 さ く ら 会
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月 木

月

火

水

日

月

土日

水

木

金

土

日

火

水

金

土

日

月

火

水

木

金

火

木

金

土

日

 町民芸能芸術祭新得展示部門10:00
 町民芸能芸術祭新得舞台部門13:00
 町民芸能芸術祭屈足展示部門10:00

 

月

 

 転ばん塾（公民館）13:30
 ３歳児検診（なごみ）10:30

 

 町民芸能芸術祭屈足展示部門10:00  
 町民芸能芸術祭屈足舞台部門13:00
サホロリバーサイド運動広場パークゴルフ場、ス
ポーツ芝生広場、芝生ランニングコース最終日

 

 

 

1111

 

 転ばん塾（公民館）13:30
 乳幼児検診（なごみ）13:00

　

 

 

 

 新得わすれん塾（なごみ）9：00
 健康相談・栄養相談（なごみ）10：00

 新得わすれん塾（なごみ）9：00
 健康相談・栄養相談（なごみ）10：00

 特定健診・がん検診（なごみ）

 屈足わすれん塾（屈足総合会館）9：00
 健康相談（屈足）10：00

 

 特定健診・がん検診（屈足総合会館）

 育児の日
 屈足わすれん塾（屈足総合会館）9：00
 健康相談（屈足）10：00
 子育て相談（なかよし）10:00

 土曜おはなし会（図書館）14:00
 新得保育所ゆうぎ会9:00

 
 

  特定健診・がん検診（なごみ）
  新得運動公園・屈足公園クローズ
  全町教育まつり

 町民芸能芸術祭屈足展示部門10:00
 乳幼児相談（屈足）10:00

バランス体操教室（屈足総合会館）13：30

 介護・ものわすれ相談（なごみ）10:00
 転ばん塾（公民館）13:30

バランス体操教室（屈足総合会館）13：30
おはなし会（なかよし）15:15
移動図書館車かりかち号運行

 

 新得幼稚園ゆうぎ会9：00

 冬の交通安全運動（～20日）
 新得わすれん塾（なごみ）9：00
 健康相談・栄養相談（なごみ）10：00

 屈足わすれん塾（屈足総合会館）9：00
 健康相談（屈足）10：00
 寿教室（公民館）10：00
 移動図書館車かりかち号運行
バランス体操教室（屈足総合会館）13：30
にこにこタッチ（子育て支援センター）10:15
おはなし会（なかよし）15:15
移動図書館車かりかち号運行

 新得わすれん塾（なごみ）9：00
 健康相談・栄養相談（なごみ）10：00

バランス体操教室（屈足総合会館）13：30

 屈足わすれん塾（屈足総合会館）9：00
 健康相談（屈足）10：00
 移動図書館車かりかち号運行

 屈足保育園ゆうぎ会（9:00）
 第37回十勝人形劇フェスティバル
 ～29日
 

2015（平成27年）
Since1950

No.707

■
発

行：新
得

町
　

■
編

集：地
域

戦
略

室
広

報
広

聴
係

　〒081-8501　
北

海
道

上
川

郡
新

得
町３条

南４丁
目

TEL0156-64-5111　
FAX0156-64-4013　

E-mail kouhou@
town.shintoku.hokkaido.jp

10

◆平成 27 年 9 月末の人口（　）は前月比：6,323 人（-18）　男：3,095 人（-11）　女：3,228 人（-7）　世帯数：3,356（-16）◆

※外国人住民を含めた数で掲載しています

1 1 月の納期限
は25日まで

固定資産税第４期、国民健康
保険税第５期、後期高齢者医療保険料普通徴収第５期、介護保険料
普通徴収第５期、上・下水道使用料（10 月〜 11 月分）

昨年の全町教育まつりの一場面

林
はやし

　柚
ゆ ず は

羽ちゃん

３月 30 日生まれ

パパ　拓磨 ママ　美紀　
若草会

中
なかむら

村　翼
つばさ

くん

２月 24 日生まれ

パパ　徹　ママ　友美　
西栄会

西
にしむら

村のどかちゃん

3 月 30 日生まれ

パパ　哲夫 ママ　早春　
ひまわり


